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CONFIDENTIAL

運動意図

認知状態 スキル

情報表現（脳神経の発火・代謝・ネットワーク）

脳計測により補足

脳情報に書き込む技術

脳情報を読み取る技術 脳情報に書き込む技術

脳の情報処理をコンピューター
で再現する技術

感覚体験

ニューロテクノロジーとは ～人類が手にする全く新しい情報媒体である脳情報を利用する技術

出典：株式会社NTTデータ経営研究所提供画像
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「WHY」 なぜ、この領域に今取り組むのか

知能も含めた外部化が進む中で、人間知性への理解の圧倒的不足

“言語“媒体を中心とした

外部ツールによる能力・世界の拡張

ニューロテックによって拡張できるようになる対象＝ココロこれまでの拡張対象：人間の外部

身体 感覚 計算能力 知識・思考

次のフロンティアは“ココロ” を拡張するニューロテクノロジー

体験できる視点 できることの範囲
多様な脳の個性の

再定義

知ることの
できる世界

労働生産性低下 教育損失・・・社会保険費増大 QOL低下

出典：WHO（2025）

爆発的AI投資

出典：Stanford HAI（2026）,OECD（2025）

脳 過小評価
世界全体VC投資における
AIの割合と金額（2025）

2013 2025

AI

約4.01兆円
（１ドル＝155円換算）

米国における
AI民間投資額遷移

脳
AI

1 ： 890
BRAIN Initiative予算
（ 2025年度3.2億ドル）

出典：McKinsey Health Institute（２０２６）

精神・神経疾患の大きな

社会的コスト（世界疾病負荷の約10％）

「人工知能」過集中と「人間知性」への投資不足
人間理解に基づき、

社会や技術が調和
して発展する時代

出典：株式会社NTTデータ経営研究所提供画像

脳・神経情報を新たな”情報媒体”として扱えるようになる＝「ココロ」を理解し拡張する次世代の産業基盤



4

最大のボトルネック： 「脳のことば」をまだ十分に獲得できていない

3 脳と現実世界の接続

未解決な脳ー物理空間変換インターフェース

・ 複雑な運動意図をロボットに伝える方法

・ 視点取得や共感を支援する情報入力の方法

・ 認知の歪みを修正するニューロフィードバック訓練・・・

※AIで言えば、モデルはあるがアプリが存在しない状態

脳情報空間ー外部物理世界
の”双方向変換・コンパイル技術”が未成熟

感覚刺激 運動 AIロボット 環境制御 神経介入

高品質脳波
データ取得

非侵襲・
非拘束計測

マルチモーダル
統合

長期縦断
データ基盤

重要な研究課題

2 複雑多様な脳情報取得
日常生活下の

足りないこと：汎用化のため

脳情報表現の共通基盤・脳情報取得・物理世界との接続

脳情報を共通言語化、「人間理解と社会設計の基盤」を更新する次世代インフラ技術へ

1 共通表現空間・基盤モデル
脳状態：高次元・個人差大 ＆ 脳計測：多様
感情・意図・認知・・・を共有可能な形式へ変換
する“共通表現・基盤モデル”が未確立

脳状態 必要なアプローチ

抽象化

標準化

I/O

共有できる表現 理想

多様な脳情報を
読む

多様な脳状態を
自分で表現

脳情報を意味を持つ情
報媒体として扱える

＝＋

トレードオフ

侵襲的（高精度）

日常利用が困難
応用範囲が限定

情報量が少ない
複雑な環境で不安定

非侵襲・非拘束（低負荷）

出典：株式会社NTTデータ経営研究所提供画像
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注目している開発領域・アプローチ、ブレークスルーの方向性

日本ならではのアプロ―チで脳のことばを生活に実装する

技術戦略の方向性：

多様な脳情報を「表現・共有・作用」可能な形へ変換＝“脳のことば” を軸に全研究を接続

マルチモーダル

多様脳情報取得

①Input

脳情報を集める

②Representation

脳情報意味空間を作る

NeuroUnicode

共通脳情報空間

脳情報を

共通言語として構造化

④Emulate
脳の仮想化

情報処理臓器＝脳そのものを

「再構築」する

最終的に目指すもの:脳情報の媒体価値が発揮される社会インフラ・産業 日本の戦略的ポジション

に人間理解の深化

個人の特性

状態を多角的理解

社会課題の解決

メンタルヘルス、教育

福祉、安全保障等に貢献

新しい産業サービスの創出

AI・ロボテックス・XR等との

統合で新たな体験と価値を創出

国際競争力の強化

脳情報の基盤の標準や

ルールメイクを牽引

日本の強み（技術×人間×人脈）を

活かし他国に先駆けて「脳のことば」を

社会実装し、世界の精神資本に貢献

③Compile
脳と物理世界の橋渡し

脳情報を現実世界で

作用可能な形へ変換

出典：株式会社NTTデータ経営研究所提供画像
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CALL TO ACTION:ニューロテクノロジーという新たな地平を共に開拓しませんか

単なる脳計測技術の高度化ではなく、

「脳情報が人間味あふれる味わい深い社会を目指す媒体となれるような技術基盤」への挑戦

脳の計測／介入だけでなく、その情報に意味を与えて

社会で活用できる形に変換する

日常環境で利用可能な脳計測基盤の構築

Brain Foundation Model / NeuroUnicodeの開発

脳情報の共通表現・標準化の推進

神経科学・精神医学・心理学

AI・機械学習

数理・情報科学

半導体・デバイス技術

XR・HCI・ロボティクス

生体計測（バイオセンシング）

オルガノイド・バイオ工学

ニューロモルフィック技術

デザイン・アート

倫理・法・ガバナンス

哲学のような社会科学・人文学

求めているアイディア・テーマ 求めている専門分野・バックグラウンド

神経科学だけでは突破できない

多様な分野との融合を期待

AI・XR・ロボティクスとの融合

ニューロフィードバックおよび神経介入

（ニューロモジュレーション）

脳オルガノイド・ニューロモルフィック技術の活用

人間とAIの共進化を支えるインターフェース

共感や視点取得、認知変容の支援

出典：株式会社NTTデータ経営研究所提供画像


